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本研究は日本と韓国における口承説話を比較検討することで、説話の生成、伝播・伝承

の過程を考察し、説話のありょうから歴史意識を読み取ることを目的とするものである。

これまで日本における口承説話比較研究では、「東アジア」と銘打つてはいても、朝鮮、韓

国が組上に載る機会は少なく、偶に取り上げられる機会があっても、明治期(植民地時代)

に日本語で出版された文献が多かった。言語の降墜という問題は大きく、日本の口承説話

と朝鮮 ・韓国との比較研究は今日なお進展が遅れている分野である。

朝鮮の口承説話の研究は、植民地時代に日本語で始められたという複雑な歴史的経緯を

もっ。また日本と決定的に異なるのは、朝鮮では度重なる戦乱、異民族支配により、文献

の絶対数が少ないという認識が広くみられることである。これは書承に民族の記憶を託す

のではなく 、口承によるしかないとしづ意識へとつながり、 1980年代に『韓国口碑文学大

系~ (全 85巻)という膨大な資料集が国家によって編まれるなど、口承説話に寄せる朝鮮

民族の想いは計り知れない。

第1部は「研究の視座」とし、第1章「日韓日承説話比較研究の歴史j では口承文芸、

口承文学、民間説話など多様な呼称を持つ口頭による説話の定義について論じた。中園、

韓国、日本ともに概念の唆味さが伴い共通する定義はないに等しいため、比較研究には厳

密さに欠けてしまう。 I英字使用文化圏での共通概念の構築が望まれる。本稿ではこれまで

の研究方法を整理し、アジアに伝承された話を基に新たな分類法の構築を提案した。

第 2 章「比較研究をめぐる諸課短j では、日本と韓国の口承説話比較研究の研究史につ

いて論じた。朝鮮における口承説話研究の始まりは、日本による植民地管理のための日本

語による研究であった。その後しだいに自国の民族の主体性を模索しながらの朝鮮人によ

る研究が始まり、多くの業績が挙げられた。またこの時代からみられる、中 ・緋 ・日それ

ぞれ異なる口承説話の概念規定の問題も論じた。日本植民地時代に朝鮮で出版された日本

語による朝鮮口承説話を考察するとともに、1945年以降韓国で出版された韓国口承説話と、

日本で出版された韓国口承説話について考察した。また、口承説話研究に関する、漢字使

用国での概念規定の多様性について論じ、ヨーロッパで作成された A T 分類法を、アジアで

そのまま使うことの不合理さを指摘した。

第2部「口承説話の比較研究 一東アジアにおける口承説話の伝播ーJでは東アジアに

おける口承説話の伝矯と変容について個々の事例をもとに具体的に論じた。



第 1 章「日中韓における棄老説話の源流」では棄老説話の中・ 韓 ・日の伝承を比較し、

各国の伝承の分布と話型、変容をみた。比較説話研究者の聞では棄老説話の初発は古代オ

リエントに伝承されていた「アヒカノレ物語j であるという定説があったが、昔話研究者の

間ではほとんど注目されてこなかった。双方の連絡がなかったためである。それは日本の

昔話研究を主導してきた柳田民俗学の枠組みの強固さや、そのため刺l足を 日本から移すこ

とが難しかったことを示している。ここでは口承説話を鳥l敵し、広範囲での伝播の流れを

考えた。

第 2 章 rrかちかち山j の伝播と変容Jでは日本五大御伽話として知られる「かちかち山J

を韓国の伝承と比較することにより、いくつかの話の複合型として考察 した。しかしその

研究の基準となる関敬吾による「かちかち山」 の分類には大きな問題点が内在しており、

それに依拠しすぎて研究を進めると、現実に伝承されている 口承説話との整合性がなくな

L ってしまうことが明確となった。今ひとたび関の分類について再考し、原点に戻って「か

/ 

ちかち山Jの構造を分析しなければならないと考える。

第3章「兄妹婚姻説話 一韓国 ・奄美 ・沖縄 ・日本本土の伝承ー」では「兄妹婚姻説話j

の伝承分布や『今昔物語集』に代表される同母兄妹婚姻需と、琉球列島及び韓国の洪水伝

説系の伝承を比較した。韓国にこの類の口承説話があることはこれまで日本人研究者がと

りあげたことがなく、韓国、干It美の共通の口承説話 比較は見られなかった。ここで問題と

なるのがなぜ韓国と奄美 ・沖縄に共通の口承説話が伝承されているのかということである。

日本本土では『古事記』には兄妹である軽皇子と経大娘皇女との婚姻により伊予国へ流さ

れるという話がある。しかし口承説話としては、日本本土の伝承濃度は薄い。なぜなくな

ってしまったのか。本稿では社会における儒教の受容のあり方という観点から、奄美 ・沖

縄の「ヲナリ神信仰Jも含め考察した。

第4章「弥鞠説話 一口承説話と仏教ー」では説話と仏教について論じた。鹿島神宮の

弥勤信仰や奄美 ・沖縄のミルク信仰を、韓国の弥靭J説話と比較し考察し、宇佐八幡にあっ

た弥靭J寺や、大分県中津市に残る r{鬼働相撲j を手樹、かりにして、朝鮮から渡ってきた宗

教芸能者の持ってきた弥靭J信仰を探った。口承説誌のみでなく、祭儀に歌われる神話につ

いても触れ、信仰の流布に付随する口承説話の伝播を見ることができた。

第5章「縁起の源流ー諏訪大社 ・甲賀三郎言章一と「地下の国の盗賊退治Jー」では諏訪大

社縁起『甲賀三郎諦j と韓国に伝承されている「地下の国の盗賊退治」を比較し、変容の

ありょうを論じた。 甲賀三郎の話は、『神道:!IUにも収められており、その伝承者である安

居院の説教の話である。この安居|涜は渡来系芸能宗教者とされ、日本各地にさまざまなバ

リエーションの話をもって布教したと考えられる。話型は、荒木博之の論じた「ヨーロツ

パを中心に伝承されている「熊のジョンj の話の変容」であるという説を踏まえた。 しか

し荒木の論文は伝承経路に関する考察に欠けており、本稿では朝鮮 ・韓国と日本の共通性

について傍証した。

第3部は「口承説話の生成と歴史意識ー「壬辰倭乱」の事例ー」と して、 壬辰倭乱 (文



禄慶長の役)に関連する口承説話について論じた 。

第 1章「口承説話の中の「壬辰倭乱J ー「倭将Jの事例としてーJでは、これまで日

本にはまったく紹介されることがなかった「壬辰倭乱(文禄 ・慶長の役)Jの韓国口承説話

資料から韓国人の歴史意識を論じた。史実と異なった内容でもそこには語り伝える側のカ

タノレシスが存在し、朝鮮 ・韓国民にとっては必要不可欠のものとなっていることを論じた。

第 2 章「近現代における口承説話の生成 「義妓」論介と「倭将」毛谷村六助 」で

は、実在したかどうか明瞭ではない韓国の義妓「論介Jと日本の武将「毛谷村六助Jに関

する伝承を事例に、近代において壬辰倭乱(文禄 ・慶長の役)Jに関する説話がどのように

生成され、伝承されてきたのかを論じた。その結果、論介、毛谷村六助の両説話が 1945年

以降に結びついていったことがわかった。「論介と毛谷村六助Jについては、韓国、日本の

研究者が注目しているが、主に江戸時代の歌舞伎の中の六助像についての論考が多く、 ま

( たは韓国の救世主論介との関係で論じられていた。 しかし本稿では毛谷村六助そのものに

t 

焦点、を当てて、時代とともに時代を反映し膨張し続けた六助について論じ、その実像につ

いても考察した。

本稿では韓国口承説話の資料のうち、日本にこれまで紹介されることがなかった日本と

韓国の伝承を比較し、口承説話がどのように伝承され、伝播してきたかについて論じた。

その結果、さまざまな時代を通じて、説話の伝擦と伝承に関して、朝鮮半島と日本の関係

は緊密であった事がわかった。そして各時代にわたってそれを具体的な資料を通じて実証

することが出来たと考える。


